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1. はじめに 
 棚田における窒素動態を明らかにするため
に 2005 度より熊本県上益城郡山都町(旧矢部
町)城原地区の棚田流域で地表水および水田土
壌中の間隙水の水質観測を行っている。なおこ
の流域では，2003 年度より著者ら 1）によって
水文観測が行われている。本報では 2005 年度
の観測結果について報告する。 
2. 対象棚田流域および一筆の対象水田 
 観測は，図 1に示す棚田流域および一筆の水
田で行った。棚田流域は通潤用水によって灌漑
されている。地点 J1 には通潤用水からの取水
口が設けられており，集水桝が設置されている。
地点 J1 から取水された用水は用排水兼用水路
を通って棚田へ供給される。用排水兼用水路は
途中二本に分岐し，棚田流域の最下流端である
地点 J4で再び合流する。図 1の破線で囲まれ
る範囲は，地点 J3 における表面流の発生流域
で観測の対象範囲である。その面積は約 0.81ha，
測線 L-Mに沿う縦断勾配は約 1/8，棚田の段高
は 2-3mで，法面・畦は一部を除き土坡で築か
れている。一筆の観測水田は，図 1に示すよう
に比較的上流側に位置し，その面積は約 1a で
ある。用水の取水・排水は図示するように互い
に隣り合った取水・排水地点でなされている。 
3. 観測地点および観測項目 
 観測地点は，図 1に示す地点 J1，J2，J3お
よび一筆の対象水田の取水地点，排水地点，地
点 A，地点 B，地点 Cの計５地点である。各観
測地点における観測項目を表 1に示す。サンプ
リング水は，実験室に持ち帰り，硝酸性窒素濃
度，亜硝酸性窒素濃度，アンモニア態窒素濃度，
全窒素濃度について分析を行った。現場では，
地表水の EC，pH，温度，土壌水の酸化還元電
位，pH，温度の測定を行った。観測は，2005
年 5月 14日より開始し，観測間隔を中干し期
(7月 20日)まで 1日に 1回を目安とし，中干し 

図 1 対象流域および一筆の対象水田の平面図 
 
後(7月 21日以降)は 3日に 1回を目安に 8月 9
日まで行った。 
4. 観測結果 
ここでは，表 1で示した観測項目のうち，地
表水の硝酸性窒素濃度の結果について示す。図
2 は，地点 J1，J2，J3 での硝酸性窒素濃度お
よび日雨量の観測結果を示したものである。棚
田流域へ供給される灌漑用水(地点 J1) の硝酸
性窒素濃度は 6月 29日，30日，7月 5日，6
日を除き観測期間を通しておよそ 0.5mg/lであ
った。地点 J2 における硝酸性窒素濃度も同程
度の値を示している。一方，施肥時期でもある
シロカキ時期(5月 22日から 5月 25日)の数日 
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を除き，地点 J3では，地点 J1，J2に比べて顕
著に硝酸性窒素濃度は低下しており，6 月 29
日，30日，7月 5日，6日を除きおよそ 0.3mg/l
であった。7月 9日に日雨量 175mmの降雨が
もたらされたが，それによる各地点の硝酸性窒
素濃度の増減は見られなかった。 
図 3は一筆の対象水田における取水地点，排
水地点，地点 A，B，C における硝酸性窒素濃
度を日雨量とともにを示したものである。排水
地点の硝酸性窒素濃度は取水地点のそれより
も低い値を示している。地点 Aの硝酸性窒素濃
度は取水地点と同程度の値を示しているが，地
点 B，Cのそれは，地点 Aに比べて顕著に低下
していた。日雨量 100mm以上の降雨がもたら
された 7月 5日，7月 9日では，取水・排水地
点，地点 Aの硝酸性窒素濃度は無降雨時に比べ
若干増加していた。 
5. おわりに 
棚田流域での観測結果より，地点 J3 の硝酸
性窒素濃度は，地点 J1 のそれよりも低く，対
象水田においても排水地点の硝酸性窒素濃度
は取水地点のそれよりも低い値であった。一方，
対象水田の取水地点の硝酸性窒素濃度に比べ，
取水地点から離れた地点 B，Cのそれは低い値
を示していた。上述より水田での硝酸性窒素濃
度の低下が，地点 J3 での硝酸性窒素濃度の低
下を引き起こしていると推察される。この現象
は，土壌中の脱窒反応が関与していると考えら
れる。これらをふまえて，対象棚田流域の流出
特性と窒素動態を合わせて議論することが重
要である。 
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図 2 用排兼用水路における硝酸性窒素濃度
と日雨量の観測結果 

図 3 対象水田における硝酸性窒素濃度と 
日雨量の観測結果 
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表 1 各観測地点の計測項目 

※ ○印は，計測が実施されていることを示している。

地点J1 地点J2 地点J3 取水 排水 地点A 地点B 地点C
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○ ○

○○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

地表水
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○ ○

計測項目 用排水兼用水路沿い 一筆の対象水田

○ ○ ○ ○ ○ ○
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